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年 月 日 （ 日 ） ：

分 ／ 分 有

／ 人

0 0

0 3

番 番

No. 号 号 No.

分 2 年 1 1 2 年 分

分 1 年 25 5 2 年 分

分 2 年 4 23 1 年 分

分 2 年 26 3 2 年 分

分 2 年 14 20 2 年 70 分

62 分 2 年 6 22 1 年 70 分

分 1 年 24 8 2 年 分

51 分 1 年 30 7 2 年 66 分

56 分 2 年 11 10 2 年 分

分 2 年 10 9 2 年 66 分

62 分 2 年 9 26 1 年 60 分

分 2 年 12 12 1 年 分

分 2 年 5 4 2 年 分 20

分 2 年 13 14 2 年 分

分 2 年 15 6 2 年 分 7

6 分 2 年 7 15 2 年 分 22

分 1 年 21 24 1 年 分

9 分 2 年 17 13 2 年 分

30 分 2 年 18 16 2 年 分 26

11 分 1 年 20 29 2 年 分 9

No. 延後 延前 延前 延後 No.

分 分 29

分 分

分 分

分 分

分 分

分 分

No.

分 5 0 － 1

分 10 0 － 2

分 10 0 － 3

分 －

分 －

分 －

分 －

分 －

分 －

分 －

分 －

【 】 【 】

公 式 記 録 
(一社)兵庫県サッカー協会 

兵庫県高体連サッカー部 

主審
署名 小林　清訓令和５年度兵庫県高等学校サッカー新人大会 三位決定戦 55

日  時 2024 2 4 11 ００ キックオフ 会  場 アスパ五色メイン

天  候 晴れ 弱風 天然芝 ・ 人工芝 ・ クレー 状  態 良好 試合形式 70  延長 20 ／  PK戦

運営責任者 笠原　弘樹 会場主任 石塚　俊一 記  録 芝切　淳 平野　敦士 観 衆 527

主  審 小林　清訓 副審１ 別處　大輝 副審２ 小山　龍之介 第４の審判員 谷　淳平

 チーム名 kick off

0

前半

3

 チーム名

三田学園高校 後半 神戸弘陵学園高校

○×  先 PK戦 先  ○×

延前

選手番号 P
K
戦

延後 P
K
戦

選手番号

OUT時間 延後 延前 後半 前半 前半 後半 延前
選　手　名 (学年)

シュート 交代

延後 OUT時間

交代 シュート
選　手　名 (学年) 位置 位置

GK 歌野　裕大神田　航汰 GK

DF 阪上　聖恩 2＊畑尾　咲登 DF

DF 今井 凛太朗 1黒瀬　直弥 DF

DF 藤本　達真康　明世 DF

DF 亀井　   塁家本　陽生 DF

MF 梅原　良弥上野　   櫂 MF

MF 木津　奏芽 2小林　和暉 MF

MF 中邑　蕾羽 1 4松下　澪生 MF

MF 石橋　瀬凪 1 ４＊＊中田　雄大 MF

FW 下醉尾 朔也1 姫田　琢斗 FW

FW 外嶋　亮太瀬尾　涼太 FW

GK 鹿屋　   舷石川　零唯 GK

DF 玉井　奏大福井 奏太郎 DF

DF 村田　   駿中野　貴順 DF

MF 井田　琉汐東山　颯将 DF

MF 幡鉾　真翔小林　瞳斗 MF

MF 野元　幹太佐伯　太壱 MF

FW 宮脇　   爽上柿　歩生 FW

FW 大垣　颯楽谷垣　徹平 FW

FW 檀野　護蔵1 松尾　優希 FW

2 1 1

前半 チーム合計時 間 警・退 氏　　名 事 由 合 計 後半

シュート

警・退 氏　　名

4 11 15 ７０＋２ 警

事 由前半 後半 合 計 時 間

檀野　護蔵 ラフ

1 0 1

14 11 3 Ｇ Ｋ 4 2 6

3 1 2 Ｃ Ｋ 4 1 5

間接ＦＫ1 0 1

1 直接ＦＫ 4 3 74 3

 ［警告事由］  反ス・ラフ・異議・繰返・遅延・距離・無入・無去                 ［退場事由］  不正・乱暴・つば・阻(手)・阻(他)・侮辱・警２

時 間 チ ー ム 得点者 スコア ［得点経過］ 略号例：ドリブル～・ゴロのパス→・浮き球∩・混戦×・ヘディングH・シュートＳ

0 1 10 0 0 Ｐ Ｋ

得
 
点
 
経
 
過

54 神戸弘陵 阪上 PK 5

59 神戸弘陵 石橋 中央

S

68 神戸弘陵 石橋 中央 29 → 10 ～ S

10 ～ S

戦

評

戦評者 所 属 芦屋／神戸国際附 氏 名 上野大／石塚元
三田１－４－４－２、神戸弘陵１－４－２－３－１でスタート。立ち上がり、向かい風の神戸弘陵が長短のパスをつないでシュートを多く打ちゲームを優位に進める。対する三田

は４－４－２でしっかりブロックをつくり神戸弘陵の組み立てを阻もうとするも、後手に回ることが多くなる。神戸弘陵左SB20亀井が中央と外とのポジション取りを使い分け、

他の選手も流動的にポジションを変え、サイドからFWへ効果的なパスが入る。前半中盤以降、神戸弘陵5坂上がインナーラップやオーバーラップを使い分け、10石橋が高いキー

プ力と突破力を発揮し、右サイドを攻略するも無得点のまま前半を終える。後半風上にたった神戸弘陵は左サイドの高い位置に26外嶋がポジションをとり、ボールを集め左サイ

ドを起点にゴールに迫る。対する三田はは10姫田のポストプレーを起点にゲームを組み立てようとする。さらに51分、三田は30松下と18谷垣が交代し10姫田が右サイドに流

れ、反撃に出る。直後神戸弘陵は7中村がPKを獲得し５坂上が落ち着いて決め先制に成功する。追加点を狙う神戸弘陵は三田の右サイドを何度も突破し59分10石橋の中央へのド

リブルから右足でファーサイドに狙いすまして追加点を上げる。その後も神戸弘陵が主導権を握り時間が続き、３－０で試合終了。近畿大会に出場する神戸弘陵には兵庫県代表と

しての活躍を願うとともに、県総体での三田の巻き返しに期待する。


